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菊
池
恵
楓
園
は
ハ
ン
セ
ン
病
の
隔
離
の
歴

史
と
、
差
別
と
た
た
か
っ
て
き
た
人
た
ち
の

歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
大
切
な
場
所

で
、
見
学
し
た
い
と
い
う
申
し
込
み
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
高
齢
化
し
た
入

所
者
の
皆
さ
ん
が
見
学
者
を
案
内
す
る
こ
と

は
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
皆
さ
ん
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
ガ
イ
ド
を
募
集
し
ま
す
。
今
回
は
５
月

に
熊
本
で
開
催
さ
れ
る
「
ハ
ン
セ
ン
病
市
民

学
会
熊
本
集
会
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め

の
研
修
機
会
と
し
て
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き

　

３
月
９
日
（
土
）・
16
日
（
土
）
２
日
間

●
と
こ
ろ　

菊
池
恵
楓
園
内　

恵
楓
会
館

●
受
講
料　

無
料

●
申
込
期
限　

３
月
２
日
（
土
）

●
申
し
込
み
先

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

・
菊
池
恵
楓
園
入
所
者
自
治
会

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
２
４
８
）
５
３
４
２

・
菜
の
花
法
律
事
務
所

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
３
２
２
）
７
７
３
２

・
講
座
を
修
了
し
た
人
を
「
菊
池
恵
楓
園
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
」
に
認
定
し
ま
す
。

・
昼
食
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
弁
当

の
購
入
を
希
望
す
る
人
は
申
込
書
に
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

映
画
上
映
会

「
ふ
た
た
び
」「
新
・
あ
つ
い
壁
」

　
ハ
ン
セ
ン
病
差
別
の
真
実
を
伝
え
る
二
本

立
て
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

３
月
２
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

●
と
こ
ろ　

恵
楓
会
館　

入
場
無
料

　

ヴ
ィ
ー
ブ
ル
内
の
合
志
市
文
化
会
館
で

は
、
プ
ロ
の
芸
術
家
や
劇
団
な
ど
を
招
致
し

て
安
価
で
有
益
な
本
物
の
舞
台
芸
術
の
公
演

を
市
民
の
皆
さ
ん
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ

の
文
化
芸
術
自
主
事
業
の
運
営
機
関
と
し
て

実
行
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
に
は
、
市
内
各
種
団
体
か
ら
推
薦
さ

れ
た
委
員
の
他
に
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
意
見
や
要
望
を
反
映
す
る
た
め
、
公
募

に
よ
る
委
員
を
選
任
し
ま
す
。

●
委
員
の
仕
事

・
文
化
芸
術
自
主
事
業
の
計
画
、
審
議
、
運 

営
状
況
の
確
認
お
よ
び
収
支
の
監
査

・
文
化
芸
術
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
な
ど

●
任
期　

４
月
１
日
か
ら
２
年
間

●
費
用
弁
償

　

会
議
の
開
催
時
に
費
用
弁
償
（
２
、２
０

０
円
）
を
支
給

●
募
集
人
数　

１
人
程
度

●
応
募
資
格　

①
、
②
の
要
件
を
満
た
す
人

①
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
で
、
20
歳

　

以
上
の
人

・
本
市
に
居
住
す
る
人

・
本
市
に
通
勤
し
、
ま
た
は
通
学
す
る
人

・
本
市
に
事
業
を
営
み
、
ま
た
は
活
動
す
る
人

②
本
市
の
文
化
芸
術
の
振
興
に
対
し
、
関
心

　

と
意
欲
の
あ
る
人

●
選
考
基
準　

書
類
審
査
と
面
接

●
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
（
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
窓
口
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
有
）
に
記
入
し
、
生
涯
学

習
課
へ
直
接
持
参
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー

ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
限　

３
月
８
日
（
金
）

３月９日 ３月 16 日
受　付 受　付

開講式
オリエンテーション
10：00 ～ 12：00
ハンセン病問題の歴史

昼　食

13：00 ～ 14：30
ハンセン病の医学

休　憩 休　憩

14：45 ～ 16：45
ハンセン病問題基本法

14：45 ～ 16：30
園内・社会交流館見学
修了式・ガイド認定

昼　食

9：30 ～ 11：30
熊本で起きた事件
（本妙寺・黒髪小・菊池事件）

12：30 ～ 14：30
恵楓園の医療・介護の実態

合
志
市
文
化
芸
術
自
主
事
業
実
行
委
員
会
委
員
を
募
集

問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
班（
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
）☎（
２
４
８
）５
５
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ（
２
４
８
）５
４
５
０　

Ｅ
メ
ー
ル　

gakusyu@
city.koshi.lg.jp

あ
な
た
も
恵
楓
園
の
ガ
イ
ド
に

第
６
回　

菊
池
恵
楓
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
講
座

問
い
合
わ
せ
先

菊
池
恵
楓
園
入
所
者
自
治
会　

☎
（
２
４
８
）
５
３
４
２
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平
成
23
年
度
と
比
べ
11
月
ま
で
の
燃
や

す
ご
み
の
量
は
、
５
ｇ
増
加
し
て
い
ま
し

た
。
年
間
の
燃
や
す
ご
み
の
量
を
、
平
成
23

年
度
１
年
間
の
４
５
９
ｇ
以
下
に
な
る
よ

う
、
ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

ご
み
減
量
の
ポ
イ
ン
ト

　

必
要
の
な
い
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
は
断

り
ま
し
ょ
う
。
未
開
封
の
ま
ま「
受
取
拒
否
」

と
書
い
て
ポ
ス
ト
に
入
れ
る
と
、
差
出
人
に

戻
り
ま
す
。

　

燃
や
す
ご
み
を
出
す
前
に
、
資
源
物
の
分

別
と
、
生
ご
み
の
水
切
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

偽
装
質
屋
に
ご
用
心

　

最
近
、
質
屋
を
装
い
違
法
な
高
金
利
で
金

を
貸
し
付
け
て
い
た
、
い
わ
ゆ
る
「
偽
装
質

屋
」が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
質
屋
な
の
に
返
済
が
遅
れ
る
と
督
促
が

き
て
質
物
を
流
し
て
も
ら
え
な
い
」「
預
け
た

も
の
に
ほ
と
ん
ど
価
値
が
な
く
、
質
物
の
価

値
以
上
の
返
済
を
請
求
さ
れ
た
」
な
ど
、
質

屋
業
を
装
い
な
が
ら
無
価
値
な
質
物
を
担
保

と
し
て
預
か
り
、
高
い
利
息
に
よ
る
貸
し
付

け
を
行
な
っ
て
い
た
り
、
さ
ら
に
、
禁
止
さ

れ
て
い
る
年
金
証
書
を
担
保
に
す
る
よ
う
な

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
業
者
は

偽
装
質
屋
の
可
能
性
が
高
い
の
で
十
分
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

　
（
合
志
庁
舎
２
階　

総
務
課
）

　

☎
（
２
４
８
）
５
４
４
２

相
談
受
付
時
間　

　

平
日　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

大
学
生
が
打
ち
方
を
指
導
し
ま
し
た

男
女
共
同
参
画
と
は
？
再
考
を
促
す

寸
劇

慎
重
に
伸
ば
す
、
真
剣
な
表
情
の
子

ど
も
た
ち

中
嶋
さ
ん
の
笑
い
と
熱
気
あ
ふ
れ
る

講
演

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

で
す

こ
ん
に
ち
は

燃
や
す
ご
み
の
量
を

　
　

お
知
ら
せ
し
ま
す※ごみ排出量については、東部清掃工場に収集

車で搬入されるごみと直接搬入されるごみの
量です。可燃粗大ごみは含んでいません。

燃やすごみの量（一人1日あたり）

平成 23 年度（1年間） 459g

平成 23 年度
4月～ 11 月
472g 5g増

平成 24 年度
4月～ 11 月
477g

だれもが自分らしく生きるために
～気づきうなずきフェスティバル～ 地元で作ったソバでそば打ち交流

　１月19日、ヴィーブルで「気づきうなずきフェスティ
バル」が開催されました。336人が参加し、民謡組のオー
プニング、市男女共同参画推進懇話会委員の寸劇、元福
岡県杷木町長の中嶋玲子さんの講演などを熱心に聴き
入っていました。

　１月19日、上庄にある「みんなの家」で、そば打ち体
験が行なわれました。上庄区と熊本県立大学の学生が共
同で栽培したソバを使い、上庄区の子どもたちと県立大
学生が一緒にそばを打ち、自分たちが作った打ち立ての
そばを食べながらふれあいました。


